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追悼講演

(故)鎌倉教授の業績をしのんで

石川常雄

本月 7日，鎌倉先生の突然の計報に接してから早くも10日fこちました。 しかしこうし
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て私自身先生の追悼の会に列席しておりながらなお先生の御逝去が現実のものとしてせ

まって乙ない感じがL、たしまして， 今日いまでもすぐにこの研究室でお元気な姿を見ら

れ為ような気がし、た Lますn

今日はこの追悼の会に列席させていただき， ただ黙して亡き先生の人柄そしのぶさえ

悲しみに耐ええないことでございますのに， 生前に教え壱うけた者の一人としてその御

業績について話をせよといつことでこざいます。学浅き身としては教授の経済学各分野

におよぶ御業績の一端すらお伝えすることは到底不可能かとも恩いますが， その御研究

の成果の遺贈を受ける者の一人としましても， 失礼を顧みず先生の経済学御研究の側面

を私なりにふりかえってみたいと存じます。

私自身先生の御指導をうけるようになりましたのはあのスタンフォード御留学の時期

からであつにと思います。 その後京大助教授，国連経済調査官としての御活躍，京都大

学教授御任官と，婁践派エコノミエトとして，またアカデミックな理論家としてその両

者が一体となった活動壱御続吋になってきたわけでございま Fが， そのまことに誠実な

学生指導，精力的な御研究，また産業，金融業界でのリ ディング・エコノミストとして

の御活躍をふりかえってみますと， その原動)Jと申しますか，理論ょの基礎構造はこの

スタンフょ}ド大r子におけ志御研究時代までに構築されてい町ものト拝察しております。

スタンフォード時代の御研究につきましてはとくに二つの大きな柱と申しますか， テー

マがあったと思います。その第 は貨幣金融理論を中心Cするものであり， のちに著書

「金融経済の構造J.r日本の金融政策」に構成されていったものであります。 そのいま
Uとつは， ミク μ の経済学，とくに独占の経済学を中心とするもので， これは「価格・

競争・独占J.r現代企業論」等の著書に構成されていったものと申せましょう。 この三

つの象徴的な分野におきまして鎌倉教授の学風 まことに潜越でありますが 一ー

は理論と実践の両面が常に融合しているということ， とくに大方の常識に追従すること

なく的確な現実分析の上に理論なり，先生独自のヴィジョンをおたてになったという点

であったと思いますむ

まず貨幣金融理論の面について考えますと，わが園金融理論の傾向として，タインズ

的なフロウ分析，貯蓄投資分析の立場が中心でありましたのに対し，鎌倉先生の場合は，

金融資産の蓄積の効果，つまりピグー効果の拡張と申しますかp ストヅグ分析の重要性

を強調されていたというととでありますの金融理論グループの傾向とこうした先生の主

張とは若干説を具にするようにも見えたのでありますが，何分高度成長と uう急速な

「涜れ」の中ヒあってストック分析が若干等閑視される傾向にあったというのも無理か

らぬことかも知れません。 しかし最近わが国の金融構造も国債，公社債の発行，その蓄

積という問題がクロ ズ・アマヅされてくるようになり l ようやく先生の御指摘されて
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おりましたストヅグ分析が重要性を増してきたようでありまして， 先生申グィジ冒ンが

いまわが国でも現実課題となりつつあるといえると思いますu 先生には金融資産蓄積の

効果壱わが国経済について計量的にテストするという御研究プラ γがおありになったと

きいておりましたが，現実的にわが国金融構造が，そういう研究対象としての特質を熟

成させつつあるまさにそのとき， すぐれた研究者を失いましたことはかえすがえすも痛

恨の極みと中さねばならないと存じます。

つぎに独占の理論に関連して申上げます左ここでも先生はョンヴェン γ 温ナルな理論

構成に批判的でいらっしゃいました。つまり「企業の数が合併等によって減少してゆく

と独占が進行し競争が止揚される」とし、った公式論には批判的であれ 「寡占が進行す

るとかえって競争とくにノン・プライス・コ Yベティ γ 冒ンが激烈になるJと主張され

ていたのが印量に残っており主す。そ Lてさらにこの分野ιおける御研究業績の重要な

特徴は，こう Lたユニ グな理論， ぁz窟床では「熟慮された常識」が，独占理論，価
格理論に見られがちなグラフと数式のみによって展開されたのではなし あたかも法学

書の判例祭に見られるような， 種々の産業の具体例によって裏付けられているという点

であzと申せましょう。
最近この独占と競争の問題に関連いた Lまして巷間エコノミス卜の問『種々論議を上

びました現実問題に， 富士，八幡製鉄の合併問題がございます。 ζれにつきましては相

当数の近代経済学者またマルグス経済学者のグループが合併に反対する旨の意志表示を

されたわけぜあります。1:ころで私はその際ある鎌倉教授をよく御存じの方とこの合併

問題について話合っていたのでございますが， 私は鎌倉先生は合併反対の声明には署名

なさってはいまいと申しましたがそのとおりでご~\、ました。 これはなにも訟が先生の

学説p 理論壱知りつ〈していて， そう判断したということではなく，なにか勘のような

ものが的中したという感じでございます。私は是非機会壱えてこの問題を先生とじっく

り論じ御教示を仰ぎた'.'と思っておりま Lたが， あの日大阪で偶然おめにかかり「これ

から新大阪へ行って今日は東京です」とおっしゃってお別れしたのがきいごになりまし

た。私としましては夢の中ででももう一度おめにかかって鎌倉先生と経済学の，金融の

話をしたいとし、う気持で→ぱし、でございます。重ねて{，~から御冥福を御祈り申」二げる次

第でございます。


